
このたびは、弊社製品をお買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いくださいますようお願い申し
上げます。なお、この取扱説明書は大切に保管し必要に応じてご覧ください。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りい
ただくことを、次のように説明しています。

この時計は、文字板面にソーラーセルを配し、光エネルギーを電気エ
ネルギーに変換して時計を駆動させるアナログソーラーパワーダイ
バーズウオッチです。

この時計には、電気エネルギーを蓄えるために二次電池が
使われています。
この二次電池は、水銀などの有害物質が一切使われていな
いクリーンエネルギー電池です。一度フル充電すると約６ヶ
月間は充電しなくても時計は動き続けます。

快適にこの時計をご使用いただくためには、常に余裕をもって
充電することを心がけてください。
この時計はどんなに充電しても過充電の心配はありません。
（過充電防止機能付き）
毎日の充電を心がけてご使用されることをおすすめいたします。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で
　区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
　（下記は、絵表示の一例です。）

安全上のご注意　必ずお守りください

■ソーラーパワーウオッチ取り扱い上の注意 ■ソーラーパワーウオッチ特有の機能について ■ソーラーパワーウオッチ充電時間の目安 ■製品仕様

■商品の特徴 ■取扱方法（3 針モデルの場合） ■取扱方法（24時間針付き、4 針モデルの場合）

■ご使用になる前に

(1) りゅうずを２段引き位置に引き出します。
　（りゅうずを引くと秒針が停止します。）
(2) りゅうずを回して時刻を合わせます。
　  日付が切り替わるところが午前０時ですので、午
　  前と午後に注意してください。
(3) 時報等に合わせてりゅうずを通常位置に戻します。
　（りゅうずを押し込むと秒針が動き始めます。）

＜時刻の合わせ方＞

＜時計は常に充電を心掛けてお使いください＞

＜ソーラーパワーウオッチの上手な使い方＞

充電上の注意

＜日付の合わせ方＞ ＜日付の合わせ方＞

ローカルタイム時の修正方法

＜ディアルタイムウオッチとしての使い方＞

＜時刻の合わせ方＞この表示の欄は、「死亡又は重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。

このような絵表示は、気を付けていただきたい「注意喚起」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性又は物的損害のみが発生
する可能性が想定される」内容です。

警告

注意

注意

・
・
日常長袖などを着用していると、時計が隠れて光に当たらないため充電不足になりやすいのでご注意ください。
時計を外したときも、できるだけ明るい場所に置くように心がけると、時計は常に正しく動き続けます。

・
 例）

・

充電の際に時計が高温になると、故障の原因となりますので、高温下（約60℃以上）での充電は避けてください。   
　白熱灯、ハロゲンランプなど、高温になりやすい光源に時計を近づけての充電。車のダッシュボードなどの高温にな
　りやすい場所での充電。
白熱灯で充電するときは、必ず50cm以上離して、時計が高温にならないように注意して充電してください。

二次電池の取り扱いについて警告
・
・
・

お客様は時計から二次電池を取り出さないでください。
やむを得ず二次電池を取り出した場合は、誤飲防止のため、幼児の手の届かない所に保管してください。
万一、二次電池を飲み込んだ場合には、ただちに医師と相談して治療を受けてください。

指定の電池以外は使わないでください警告
この時計に使われている二次電池以外の電池は絶対に使用しないでください。
他の種類の電池を組み込んでも時計は作動しない構造になっていますが、無理に銀電池などの他の種類の電池を使い
万一充電されると過充電となり電池が破裂して時計の破損および人体を傷つける危険があります。
二次電池交換の際は必ず指定の二次電池をご使用ください。

二次電池の交換について この時計に使われている二次電池は、充電、放電を繰り返し行えるた
め、一般の電池のように定期的な電池交換の必要はありません。

十分に光を当てて充電してから
ご使用ください。　　

※りゅうずがねじロックりゅうずの場合は、ねじを
ゆるめてから操作を行い、操作が終わりまし
たらきちんとねじを締めてください。

※りゅうずがねじロックりゅうずの場合は、
ねじをゆるめてから操作を行い、操作
が終わりましたらきちんとねじを締めて
ください。

この時計は、時計を止めずに時針だけを単独に修正することができます。24時間
針と時針の時刻を異なる時刻に合わせることで、ディアルタイムウオッチとして使用
することができます。時針修正後は、時針を「ローカルタイム時」として読み取ります。

変則２秒運針２秒運針

この時計は、充電不足になると以下のような警告機能が働いて表示が切り替わります。

【通常時刻表示】 【充電警告表示】 【時刻合わせ告知表示】

停　止

充電不足を更に続けると

充電が不十分のまま時
刻合わせをすると

光を当てていくと
クイックスタート
機能が働き時計の針
が動き始めます。

充電不足になると

充電されてくると

充電を充分して、時刻合わせをすると

充電警告機能

照度
（ルックス）

500

1,000

3,000

10,000

100,000

22時間

11時間

3時間30分

1時間

14分

1時間30分

45分

15分

5分

2分

320時間

158時間

53時間

17時間

6時間

屋内照明

蛍光灯（30W）の下約60～70cm

蛍光灯（30W）の下約20cm

曇天

夏の日の直射日光下

フル充電時間…………………時計が停止している状態から最大に充電されるまでの時間。
１日分の充電時間……………時計を１秒運針で１日動かすのに必要な時間。

止まってから１秒
運針までの充電時間

１日分の
充電時間

フル
充電時間

環境
充電時間（約）

●時計のモデル （文字板の色など）によっては充電時間が異なります。
あくまでも目安としてご利用ください。

*充電時間は連続照射時間です。
１.キャリバーNo. ………B87※

２.型式……………………アナログソーラーパワーウオッチ

３.水晶振動数……………32,768Hz（Hz＝１秒間の振動数）

４.時間精度………………平均月差±15秒

　　　　　　　　　　　 常温（＋5℃～＋35℃）携帯時

５.作動温度範囲…………－10℃～＋60℃

６.付加機能………………充電警告機能
　　　　　　　　　　　クイックスタート機能
　　　　　　　　　　　時刻合わせ告知機能

７.持続時間………………フル充電～止まり：約６ヶ月
　　　　　　　　　　　２秒運針～止まり：約３日

８.使用二次電池…………二次電池１個

＊仕様は改良のため予告なく変更することがあります。

秒針が２秒運針して充電不足を知ら
せます。
このときも時計は正確に動いていま
すが、２秒運針を始めてから約3日経
過すると時計は停止してしまいます。
光を当てて充電し、もとの１秒運針に
戻してください。

時刻合わせ告知機能 クイックスタート機能
充電が全くされていないと時計は停止してしまいます。
光を当てると、約10秒で時計の針が動き始めます。
（モデルや光の明るさによって、針が動き出すまでの
時間は異なります。）
但し、この時に光をさえぎると充電が十分でないため、
時計は再び停止してしまいますので注意してください。

クイックスタート機能が働くと、時計の針は動き出
しますが、秒針が変則２秒運針して正しい時刻が
表示されていないことを知らせます。
このような場合は、十分に充電して時刻を合わせ
直してください。
時刻合わせ操作をしないと変則２秒運針が続き
ます。

過充電防止機能
二次電池がフル充電さ
れると、それ以上は充電
されないように過充電防
止機能が働きますので
安心して充電ができます。

秒針

時針

通常位置

１段引き位置

２段引き位置

日付修正

ソーラーセル

日付

りゅうず

分針

7

時刻修正

20

1012
14

16
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22
24 ２

４
６

８

7

12

６

３９

分針

秒針

24時間針
通常位置

１段引き位置

２段引き位置
時刻修正（24時間針／分針／秒針）

日付修正／時計修正

ソーラーセル

時（ローカルタイム時）針
日付

りゅうず

24時間針

通常位置

１段引き位置

時（ローカルタイム時）針

時針（ローカルタイム）修正
りゅうず

20

1012
14

16

18

22
24 ２

４
６

８

7

12

６

３９

分針

(1) 
(2) 
＊
(3) 
＊  
＊ 

＊

りゅうずを１段引き位置に引き出します。
りゅうずを左（反時計回り）に回して日付を合わせます。
りゅうずを右に回すと空回りします。
りゅうずをきちんと通常位置に戻します。
日付は午前０時頃に切り替わります。
時刻が午後９時～午前１時頃の間にあるときは、日付
の修正をしないでください。翌日になっても日付が正し
く切り替わらないことがあります。
日付は31日周りです。小の月（月末が30日と２月 末）
から翌月の１日へは、りゅうず操作での切り替えが必要
です。

(1) 
(2) 
(3) 
＊  

＊ 

＊

りゅうずを１段引き位置に引き出します。
りゅうずを左（反時計回り）に回して日付を合わせます。
りゅうずをきちんと通常位置に戻します。
日付は時針に連動していますので、時計が午前０時頃に
なると切り替わります。
デュアルタイムウオッチとしてご使用の場合にはご注意
ください。
時刻が午後９時～午前１時頃の間にあるときは、日付
の修正をしないでください。翌日になっても日付が正し
く切り替わらないことがあります。
日付は31日周りです。小の月（月末が30日と２月末）から
翌月の１日へは、りゅうず操作での切り替えが必要です。

(1) 
(2) 

(3)   
＊ 

りゅうずを１段引き位置に引き出します。
りゅうずを右（時計回り）に回して時針を合わせたい時刻に合わせます。
時針は時計回りに+1時間ずつ修正できます。午前、午後に注意して時
針を合わせてください。
りゅうずをきちんと通常位置に戻します。
時針は反時計方向には修正できません。また、時針と日付が連動して
いるため、時針を合わせた時間によっては、時針の修正後に日付の修
正が必要な場合があります。

(1) 

(2) 

(3)

(4)  
(5)

(6) 

りゅうずを２段引き位置に引き出します。
（りゅうずを引くと秒針が停止します。）
りゅうずを回して24時間針と分針を現在時刻に合わせ
ます。このとき、24時間針に合わせて時針も連動します。
時報等に合わせてりゅうずを通常位置に戻します。
（りゅうずを押し込むと秒針が動き始めます。）
りゅうずを1段引き位置に引き出します。
りゅうずを右（時計回り）に回して時針を現在時刻に合
わせます。
日付が切り替わるところが午前0時頃ですので、午前と
午後に注意してください。
りゅうずをきちんと通常位置に戻します。

A36 ⑧

■200m防水時計（スキューバ潜水用）について

■お取り扱いにあたって

■付加機能の取り扱いについて

■

■

保証とアフターサービスについて

お問い合わせ窓口

■修理・点検記録

1. 特長

りゅうずはきちんと押し込ん
でご使用ください。

①

②

逆転防止機能付回転ベゼル
潜水時間のチェックに重要な回転ベゼルは逆転防止機能付となっております。
W - Oリング付ねじロックのりゅうず
りゅうずはねじロック式で3本の防水パッキングを用いたダブルOリング方式を採用し機密性防水性
を強化してあります。

● この時計はスキューバ潜水用防水時計（200m 防水時計）です。
空気ボンベを使用したスキューバ潜水には使用できますが、ヘリウムガスを使用する飽和潜水などでは絶対に
使用しないでください。

時計は常に清潔に

かぶれの原因は

注意
・
 

・

・

ケースとりゅうずの間にゴミや汚れが付着したまま放置して
おくと、りゅうずが引き出しにくくなることがあります。
時々、りゅうずを通常位置のままで空回りさせてください。
またゴミ、汚れを落としてください。
ケースやバンドは肌着類と同様に直接肌に接しています。
金属の腐食や汗、汚れ、ほこりなどの気づかない汚れで衣
類の袖口などを汚す場合があります。常に清潔にしてご使
用ください。
かぶれやすい体質の人や体調によっては、皮膚にかゆみや
かぶれを生じることがあります。異常を感じたら、ただちに
使用を中止してすぐに医師に相談してください。

携帯時の注意注意
・

・

・

・

幼児を抱くときなどは、幼児のけがや事故防止のため、
あらかじめ時計を外すなど十分ご注意ください。
激しい運動や作業などを行うときは、ご自身や第三者へ
のけがや事故防止のため、十分ご注意ください。
サウナなど時計が高温になる場所では、火傷の恐れがあ
るため絶対に使用しないでください。
ウレタンバンドは、衣類等の染料や汚れが付着し、除去
できなくなることがあります。色落ちするもの（衣類、
バッグ等）と一緒に使用する場合はご注意ください。

バンドのお取り扱いについて（着脱時の注意）注意
・バンドの中留め構造によっては、着脱の際に爪を傷つける恐れがあります
のでご注意ください。

・
・

・

時計の文字板や針には、放射線物質などの有害物質を一切含まない人体
や環境に安全な物質を使用した蓄光塗料が使用されています。
この塗料は、太陽光や室内照明などの光を蓄え、暗い所で発光します。
蓄えた光を放出していくと、少しずつ明るさ（輝度）は落ちていきます。
光を蓄えるときの光の明るさや光源からの距離、照射時間、蓄光塗料の量な
どによって発光する時間に誤差が生じます。
光が十分に蓄えられていないと、暗い場所で発光しなかったり、発光してもす
ぐに暗くなってしまう場合があります。ご注意ください。

1.
2.

・

・

金属、皮革アレルギー
時計本体及びバンドに発生したサビ、汚れ、付着した汗など
です。
皮革バンドは汗や汚れにより「色落ち」を起こすことがありま
す。乾いた布で拭くなどして常に清潔にご使用ください。
バンドは多少余裕を持たせ、通気性を良くしてご使用ください。

＜時計のお手入れ方法＞
・

・
・

・

ケース・ガラスの汚れや汗などの水分は柔らかい布で拭
き取ってください。
皮革バンドは乾いた布で、汚れを取ってください。
金属バンド／プラスチックバンド／ゴムバンドは水で汚
れを洗い落としてください。金属バンドのすき間につまっ
たゴミや汚れは柔らかいハケなどで取り除いてください。
溶剤類（シンナー、ベンジンなど）の使用は、変質の恐
れがありますのでお避けください。

防水性能について

ダイビングへの使用にあたって

警告

●

●

ダイバーズウオッチのご使用にあたっては、必ず各種の
ダイビングに関する教育やトレーニングを受け、それにし
たがってルールを守ってご使用ください。
時計の取り扱いと注意事項を充分に理解して、正しくご
使用ください。万一この取扱説明書にない取り扱いをし
た場合には、時計が正しく機能しない場合がありますの
でご注意ください。

注意

ダイビングにおける注意
【ダイビングの前には】
注意

この時計の修理について注意
●

●

りゅうずは常に押し込んだ状態（通常位置）でご使用く
ださい。
りゅうずがしっかりねじ締めされていることを確認してく
ださい。
海水に浸した時や多量の汗をかいた後は、真水でよく洗い、
よく拭き取ってください。

●

●

●

水分のついたまま、りゅうずをまわしたり、引き出したり
（操作）しないでください。
時計内部に水分が入り防水不良となる場合があります。
万一、時計内部に水が入ったり、又、ガラス内面にクモリ
が発生し長時間消えないときは、そのまま放置せず、お
買い上げ店または、弊社お問い合わせ窓口へ修理、点検
を依頼してください。
時計内部に海水が入った場合は、箱やビニールに入れて
すぐに修理依頼をしてください。時計内部の圧力が高ま
り、部品（ガラス、りゅうず、ボタンなど）が外れる危険が
あります。

●

●

●

●
●
●

りゅうずがきちんと押し込まれ、りゅうずがしっかりねじ
ロックされているか確認してください。
バンドが時計本体にしっかり固定されているか確認して
ください。
バンドやガラスにヒビ、傷、カケなどの異常がないか確
認してください。
回転ベゼルが正常に回転するか確認してください。
時刻が正しくセットされているか確認してください。
秒針が正しく動いているか確認してください。

【ダイビング中は】
●

●

水中でのりゅうず操作は絶対しないでください。防水
不良などの故障の原因になります。
ダイビングの器材や岩など固いものにぶつけたりしな
いように注意してください。

【ダイビング後には】
●時計に付着した海水や泥、砂などは、りゅうずがねじロ
ックされていることを確認の上、真水で良く洗い落と
し、次に乾いた布などで水分を拭き取ってください。

●防水性能を保つために1～2年毎にお買い上げ店を通
してまたは、直接弊社お問い合わせ窓口で診断してい
ただき、必要に応じてパッキン・ガラス・りゅうず等の
交換を行ってください。注意

●この時計のすべての修理は「シチズンサービスセンター
修理」となります。修理・点検の際は、お買い上げ店を
通して、又は弊社お問い合わせ窓口へご依頼ください。

ダイビングでの使用禁止事項

●

●

充電警告機能が作動しているとき。
充電不足になると秒針が2秒間隔で動きます。（光に当
てて充電し1秒運針に戻してください）
時計が止まったり異常が生じたとき。

次のようなときは、ダイビングにこの時計を使用しないでください

モデルによっては付加機能が付いていないものがあります。

＜回転ベゼルの使い方＞
潜水時の経過時間または決められた時間に対して
の残りの時間の目安に利用できます。
＊回転ベゼルは、水中にもぐった場合などの安全
を考慮し逆転防止（左回り専用）つきとなっており
ます。

＜無減圧表について（バンドに無減圧表示のある場合）＞
・

注1）

注2）

バンドに表示されている無減圧表（NO - D ECOM 
PRESSION LIMIT）とは、潜水時間がこの制限時間以内
であれば水中で減圧を行わずとも上昇できる潜水時間の
制限を定めたものです。（米国海軍基準による）

【例】
水深21mの深さで50分以内であれば減圧をしないで浮上し
てもよいというようにお読みください。

この制限時間を超えた時は、水中での減圧を行わなけれ
ばなりません。この場合は標準減圧表（STANDARD 
AIR DECOMPRESSION TABLE）を参照してください。

再潜水時（12時間以内に再び行う潜水）にはこの表は
適用されません。（STANDARD AIR DECOMPRES-
SION TABLE 参照）

経過時間の測定
回転ベゼルの▼印を分針に合わせてください。あ
る時間経過後回転ベゼルの目盛りによって経過
時間がわかります。

残り時間の測定
回転ベゼルの▼印を目標時刻に合わせておくと残
り時間がわかります。

1.

2.

3.

4.

5. 

保証について
正常なご使用で、保証期間内に万一故障が生じた場合には、保証書に
従い、無料修理いたします。
修理用部品の保有期間について
当社は、時計の機能を維持するための修理用部品を通常７年間を基準
に保有しております。ただし、ケース・ガラス・文字板・針・りゅうず・バンド等
の外装部品については、外観の異なる代替部品を使用させていただく場
合がありますので、予めご了承ください。
修理可能期間について
当社の修理用部品の保有期間中は修理が可能です。ただし、ご使用の
状態・環境でこの期間は著しく異なります。修理の可否については、現品
ご持参の上販売店でご相談ください。なお、長時間のご使用による精度
の劣化は、修理によっても初期精度の復元が困難な場合があります。
ご転居・ご贈答品の場合
保証期間中にご転居されたり、ご贈答品のためにご使用の時計がお買
い上げ店のアフターサービスが受けられない場合には、最寄りの弊社お
問い合わせ窓口にご相談ください。
定期点検（有償）について
安全に永くご使用いただくために1～2年に一度の点検（有償）を行って
ください。

6.

防水時計の防水性能は、経年劣化しますので、防水性能を維
持するために、部品の交換が必要です。必要に応じてパ
ッキングやバネ棒などの交換を行ってください。
部品交換の際は、純正部品とご指定ください。交換だけで
なく他の部分の点検または修理を行う必要がある場合もあ
りますので、交換修理料金など、詳しくはお買い上げ店、
または最寄りの弊社お問い合わせ窓口にご相談ください。
その他のお問い合わせについて
保証や修理、その他不明の点がございましたら、お買い上
げ店または、弊社お問い合わせ窓口にご相談ください。

文字板や針が光っている場合

・
・
－10℃～＋60℃の温度範囲外では機能が低下したり、停止することがあります。
常温（＋５℃～＋35℃）から外れた温度下で長時間放置すると、電池が漏液
したり、電池寿命が短くなったりすることがありますのでご注意ください。

温度について

・アナログ式クオーツ時計は、磁石を利用した「ステップモーター」で動いており、外
部から強い磁気を受けるとモーターの動きがみだされて、正しい時刻を表示しなく
なる場合があります。

磁気の強い健康器具（磁気ネックレス・磁気健康腹巻など）、冷蔵庫のマグ
ネットドア、バッグの留め具、携帯電話のスピーカー部、電磁調理器などに近
づけないでください。

磁気について

・化学薬品・ガスの中でのご使用はお避けください。
シンナー・ベンジン等の各種溶剤及びそれらを含有するもの（ガソリン・マニ
キュア・クレゾール・トイレ用洗剤・接着剤など）が時計に付着しますと、変
色・溶解・ひび割れ等を起こす場合があります。薬品類には充分注意してく
ださい。また、体温計などに使用されている水銀に触れたりしますと、ケー
ス・バンド等が変色することがありますのでご注意ください。

化学薬品・ガス・水銀について

・

・

長期間ご使用にならないときは、汗・汚れ・水分などを良く拭き取り、高温・低
温・多湿の場所を避けて保管してください。
時計を長期間ご使用にならない場合、できるだけ光が当たる場所で保管する
ことをおすすめします。また、りゅうずを時刻合わせ位置に引き出した状態で保
管すると持続時間が長続きします。

保管について

・クオーツ時計に使われているICは、静電気に弱い性質を持っています。強
い静電気を受けると正しい時刻を表示しない場合がありますので、ご注意く
ださい。

静電気について

・床面に落とすなどの激しいショックは与えないでください。
ショックについて

防水性維持

禁止　

表示
文字板 裏ぶた
AIR

DIVER'S
200m

WATER
RESIST
(ANT)

200m
防水

水がかかる程度
の使用。（洗顔・
雨等）

水仕事や、一般
水泳に使用。

スキンダイビ
ング、マリンス
ポーツに使用。

空気ボンベを
使 用 す る ス
キューバ潜水
に使用。

ヘリウムガス
を使用する飽
和潜水に使用。仕様

［例］
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点検実施記録　1998年 7～ 9月

経過時間

50

4030
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経過時間

50

40
30

20

10

30

N.D.LIMITS

DEPTH.MN.D.TIME
12 200 30 25
15 100 33 20
18 60 36 15
21 50 39 10
24 40 42 10
27 30 45 5

〈お近くのお問い合わせ窓口〉

時計の裏ブタに修理点検の記録が刻印されている場合、こ
の刻印を目安に早めの点検をおすすめします。

・札幌サポートサービス
・仙台サポートサービス
・東京サポートサービス
・名古屋サポートサービス
・大阪サポートサービス
・福岡サポートサービス

〒001－0014
〒980－0803
〒164－8726
〒460－0013
〒542－0081
〒812－0026

札幌市北区北14条西2丁目1－6
仙台市青葉区国分町3－4－33 仙台定禅寺ビル2F
東京都中野区中野5－68－10 シチズン中野ビル2F
名古屋市中区上前津1－4－5 上前津林ビル2F
大阪市中央区南船場3－8－9
福岡市博多区上川端町8－18

TEL. 011－709－1121
TEL. 022－263－3140
TEL. 03－6327－3894
TEL. 052－350－1755
TEL. 06－6252－1432
TEL. 092－281－4310

シチズンお客様時計相談室  0120－78－4807
受付時間：9：30～17：30（祝日を除く月～金）／携帯電話・PHSからもお受けできます。

kashimotos
長方形




